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読書の秋に －山椒
さんしょう

大夫
だ ゆ う

－ 

教頭 佐藤 康二 

 去る 9 月 17 日（土）Manarat Al Saadiyat で、1954 年の日本映画「山椒
さんしょう

大夫
だ ゆ う

」

を観た。在 UAE 日本国大使館、国際交流基金及びシネマ・スペース共催の上映会。

会場で磯俣
いそまた

大使
た い し

にお会いし話を伺
うかが

うと、この映画はエミラティ(UAE 人)の要望もあ

ったとのこと。カンドゥーラやアバヤ姿の観客が多かった。原作は明治の文豪森
もり

鴎外
おうがい

の小説。戦後溝口
みぞぐち

健二
け ん じ

監督の手により映画化され、ベネチア国際映画祭銀
ぎん

獅子
し し

賞に輝

いた作品だとは知らなかった。上映後エミラティの観客から大きな拍手が起こった。

時代を超え世界中が共感できる内容だからだろうか。 

 この「山椒
さんしょう

大夫
だ ゆ う

」は私が中学生の頃に読み初めて泣いた小説で、歴史授業で必ず

紹介する物語。原作を脚色したモノクロ映画だったが、久しぶりの感動に浸った。 

 

平安時代。単身赴任の父（国司 平
たいらの

正
まさ

氏
うじ

）に会いに行こうと姉 安寿
あんじゅ

12 歳、弟 厨子王
ず し お う

10 歳そして母

32 歳が日本海岸を旅する。途中不運にも「人買い」に騙
だま

され、奴婢
ぬ ひ

（奴隷）として母は佐渡へ、姉弟

は丹後
た ん ご

（京都北部）へ売られてしまう。姉弟は丹後の豪族山椒
さんしょう

大夫
だ ゆ う

に買い取られ、安寿は婢（はした

め）として海へ汐
しお

くみ、厨子王は奴（やっこ）として山へ芝刈
し ば か

りの過酷
か こ く

労働を強
し

いられる。姉弟は毎

夜、奴婢小屋の隅で藁
わら

をかぶり抱き合い、父母に会いたいと夢見
ゆ め み

眠るのが唯一
ゆいいつ

不運
ふ う ん

境遇
きょうぐう

の慰
なぐさ

めだった。

ある夜、父母に会いたい夢見話を、脱走の企
くわだ

てと密告
みっこく

され、山椒大夫の下
もと

に引きずり出され焼きごて

（額
ひたい

にやけど）の虐待
ぎゃくたい

を受ける。断末魔
だんまつま

の苦しみの中二人は母から渡された「守り本尊
ほんぞん

」を拝
おが

みその

まま気絶する。翌朝目覚めると額
ひたい

のやけどは消え、「守り本尊」の額に二筋の深い傷が残る。そんな

事件以来、安寿は聡
さと

く賢
さか

しく大人
お と な

びるが、弟の厨子王には無口で冷たく変貌した姉に寂
さび

しさを覚える。

数年後。安寿が山椒大夫に願い出る。「私も芝刈りに行かせたもれ。」山椒大夫は訝
いぶか

しみ、邪悪
じゃあく

な条件

をつける。「芝刈りに行くなら、そなたも男にならぬとなぁ」と。安寿は怯
ひる

まず「おお、そうじゃな。

さ、どうぞ私を男に。」とうなじを垂れ女の命、長い黒髪を差し向ける。山椒大夫は容赦
ようしゃ

なく鋭い鎌
かま

で

切り捨てる。 

 翌日、芝刈り山に入る安寿と厨子王。山奥の湖のほとりでやっと安寿は厨子王に語りかける。「一人

で逃げよ」と。毅然
き ぜ ん

と命ずる安寿に、厨子王は涙をこらえ 眦
まなじり

を決し「必ずやお姉さまを助けに参り

ます！」と言い残し、京の都めざし逃亡する。弟の姿が見えなくなるまで見送った安寿は佇立
たたずみ

微笑
ほほえみ

、

履物
はきもの

を脱ぎ揃
そろ

えると湖に入水し逝
い

く。一方運が開けた厨子王は、父の死後継いで還俗
げんぞく

。丹後
たんごの

国司
くにのかみ

平
たいらの

正道
まさみち

として出世する。山椒大夫の屋敷や奴婢
ぬ ひ

制を廃止、安寿入水の湖に祠
ほこら

を建立
こんりゅう

して国司を辞任。母

を探しに佐渡へ向かう。島中捜
さが

し歩くも出会えぬ母。疲れ果て茫然
ぼうぜん

自失
じ し つ

。道端に 蹲
うずくま

る。と、そばで

雀追
すずめお

い盲目女
め し い

の何やらつぶやく唄
うた

が聴
き

こえる。厨子王はこみ上げる嗚咽
お え つ

と共にその唄に心奪われる。 

「安寿
あんじゅ

恋
こい

しや ほうやれほ 厨子王
ず し お う

恋
こい

しや ほうやれほ  

           鳥も生
しょう

あるものなれば 疾
と

う疾
と

う逃げよ 追わずとも」 

「お母さま！」駆
か

け寄る厨子王。 

「厨子王かえ？」母の叫
さけ

び声。二人はひしと抱
だ

き合う。 

                         

参考：本校図書館「日本文学全集 1 巻 森鴎外」 



日 曜 主な行事(10月授業日数21)

1 土

2 日

3 月

4 火 修学旅行（G5 G6）

5 水 修学旅行（G5 G6）

6 木 中学部中間テスト

7 金 中学部中間テスト

8 土 預言者生誕祭

9 日 第２回英語検定（一次）

10 月 スポーツ教室

11 火

12 水 委員会活動

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火 スポーツ教室

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月 スポーツ教室～11/2

【　10月　October　】　

  

 

 

 

 

 

 

 ＜百人一首大会＞ 9 月 8 日(木)、延期されていた本大会を体育館
で開催しました。クラス代表のトーナメント形式で行い、全校児童生
徒の拍手応援の下、人気の映画「ちはやふる」にも勝るかの白熱した
競技が展開され大いに盛り上がりました。優勝は G9 川﨑さんが最上
級生の矜持を示し、G2 の鈴木さらさんが準優勝。3 位(UAE チャンピ
オン)には G7 ナヒヤーン君、ハイレベルの大会となりました。 

   ＜テロ対策・避難訓練＞ 
 9 月 1 日(木)、安全な国と評判の UAE で
すが、万が一のテロ発生に備え、一時避難
を想定したテロ対策避難訓練を行いまし
た。写真は園児児童生徒全員が図書館に避
難。安全確認をしている様子です。 

＜夏フェス 2022！＞ 9 月 23 日（金）3 年ぶりに夏フェスが本
校体育館で開催。開会式、各クラスの出店、幼稚園出し物そして
児童生徒のパフォーマンス発表。園児児童生徒と保護者教職員み
んなの笑顔と満足感が館内にあふれ、中学部和太鼓演奏とアブダ
ビ音頭(東京音頭リメイク版)で大盛況の裡に終了しました。 


